
50周年
ピンバッチ

50周年
ロゴマーク入り
ポロシャツ

「『銀二郎トマト』は組合員の皆さんに育ててもらい�
ました。組合員の皆さん、生産者カードをいつも�
ありがとうございます。毎週たくさんいただく感想�
が『銀二郎トマト』のレベルアップにつながって�
います」と話されていました。［写真左：前田�
銀二郎さん、写真右：（株）マルタ　本間大貴さん］

「産直」「協同」「民主」— いのちとくらしを守るために — 発行：2024年５月27日

東都生協 50周年の取り組み  ありがとう50年
東都生協は2023年６月10日、設立50周年を迎えました。そこで、組合員、生産者・取引先、職員が共に50周年を祝い、未来に向けて学び、 

関係者のみんなが感謝を伝え合う交流や仲間の輪を広げ、食を選択する力を養う機会など、さまざまなイベントを企画してきました。JA東京 
南新宿ビルで開催した東都生協50周年感謝祭Tohto Week第１弾・第２弾には合わせて約９千人が来場しました。

今年51年目がスタートしました。私たちは基本理念・個別理念と「2030年ビジョン」を旗印に、未来に続く持続的な事業と運動の再構築を 
進めます。地域や社会とつながり、変化する時代環境にしっかりと適応して地域社会からも選ばれる⽣協を目指していきます。

　50周年スローガンを決定

50周年記念サイト開設

永年（35年以上）取引先感謝状贈呈

50周年ロゴマークを公募、決定

50周年記念動画公開

　　オンラインでつなぐ「食」のバトン

50周年ロゴマークは組合員公募�
157作品から実行委員会で選考、�
決定しました。このマークを作成した
組合員が作品に込めたメッセージには�
「５つの星は、私たち組合員が毎日食べて�
いる、産直の野菜・果物・牛乳・お肉・魚介を
表しています。右の矢印は、未来へつなぐ�
バトンであると同時に、組合員と生産者の
思いが常に行き来していることの象徴」�
との思いがつづられています。

これまで東都生協を35年以上にわたり�
支えていただいた産直産地、取引先54�
団体へ国産間伐材を使用した感謝状
の贈呈式を執り行いました。

https://www.tohto-coop.or.jp/50th/

ありがとう50年
未来につなぐ「食」のバトン

スローガンには、設立以来50年間、これまで支えてきた�
組合員をはじめとする生産者・取引先、職員への「感謝」と
東都生協がこれまで大切にしてきた「食」のバトンを、これ
からも未来に向けてつないでいく決意が込められています。

50周年スローガン

※�感謝状は国産間伐材を�
使用しています。

はじめは緊張気味の益田吉仁さんでしたが、司会の地域
コーディネーターとの掛け合いで段々普段の調子を取り�
戻し、柿や土づくりの話に花が咲きました。

熊本「銀二郎トマト」 
の産地へ！
オンライン訪問

７月17日
（月・祝）開催

生産者の明井清治さん�
は、「今年は気候も生育�
条件もよく、とても大きく�
育ちました」と収穫したて�
の大きく育ったくりりん�
かぼちゃを見せてください�
ました。

おいしいだけじゃない・ 
組合員を元気にする
北海道
みよい農園の 
かぼちゃ！

７月29日
（土）開催

つながる× 
奈良五條産直組合 
循環型農業に 
取り組んでます♪

７月22日
（土）開催

2023年

6月19日

2023年

9月26日
2023年

7月17日〜2
9日

東都生協
ホームページ
内に開設

東都生協の設立当時
から50年の歩みと
未来に向けた挑戦に
ついて取りまとめた
50周年記念動画を
作成しました。

2023年11月７日
JAやさと訪問

2023年
11月23日

（農）房総食料
センター訪問

2024年
１月19日

（有）須黒食品訪問

贈呈式



林シェフの
アドバイスを

聞きながら調理

　　オンライン料理LIVEイベント

東都生協50周年感謝祭Tohto Week（会場：JA東京南新宿ビル）

50周年開発商品・記念包材 東都生活協同組合
50周年記念誌 制作

「みんなで作って食べる」楽しい体験を通して、食の大切さや東都生協の商品の魅力
を実感していただく企画として、リアルとオンラインを組み合わせた料理イベントを、
キッチンランド江東（江東区猿江）で開催しました。

第１弾
テーマ：ありがとう50年

第２弾
テーマ：未来へつなぐ

50周年記念仕様
東都 
もーもーロール 
２枚重ね 
30m×12R
組合員から回収した
牛乳パックなどの
紙類を原料に、再生紙
100%で製造された
トイレットロールです。

講師は韓国料理「HAN COOK」オーナーシェフの林三樹夫氏
当日の様子をYouTubeライブ配信

参加者が作った
「れんこんチヂミ」
「コチュジャン麻婆豆腐」

産直の次世代継承などをテーマ 
に産直シンポジウムを開催

試飲コーナー
コーヒーやお茶、紅茶を提供

産地・メーカーとの交流企画

おいしいものマーケット
販売を通して、食料自給率向上をアピール

産地の直売所がやってキター！
全国から８団体が出展

＼みんなで楽しむSDGs／
東都生協ラボ

～自由に遊ぼう～
テーマごとにクイズや
ゲームなどを通じて
SDGsを学びました

東都生協の果物を 
知る企画として、

「柑橘の食べ比べ！」
「利きイチゴ」に挑戦！ 

を開催

家庭用品見本市

ごみ分別
さかなつり

ゲーム

どんぐりでつくる森の小さな妖精たち

衣料品、化粧品、洗剤など取引先10社が集まり、
実際に触れる機会を提供

東都生協の食を支える若手の生産者とこれからのくらし、
食と農の未来を語り合う「新時代ぶっちゃけトーク」を開催。

3.11を忘れない・東都生協災害ボランティアとの合同企画
トイレの学習会　これからの災害を考える

2023年

10月14日

2023年

9月26日〜3
0日 2024年

2月27日〜3
月2日

50周年開発商品
河内晩柑やわらかドライフルーツ（熊本県産）
組合員代表の総代の皆さんに試食の上、商品名と包材を決めていただき
商品化。河内晩柑の爽やかな香りとほど良い苦味が特徴のやわらかドライ
フルーツです。

50周年開発商品
国産間伐材 
かまぼこつみき
かまぼこ板が由来の「国産間伐材かまぼこつみき」は、
間伐材の有効利用から生まれました。小田原蒲鉾協同組合が
地元の森の杉をかまぼこ板に使用しているものを流用しています。

50周年記念仕様
八千代牛乳（１ℓ）
千葉北部酪農農業協同組合の生産者
の高品質な原乳を毎日集乳し、風味を
損なわない75度15秒の「HTST（高温�
短時間殺菌）法」で殺菌しました。

50年間ありがとう！ 
みんなの 

「八千代牛乳」！
生産者の皆さんへ「おいしい天然八千代�
牛乳を届けてくれてありがとう」の
メッセージを募集、紹介しました。

写真家 大竹英洋スライドトーク　

写真家大竹英洋氏によるスライドトークを2023年12月�
10日に日比谷図書文化館で開催しました。組合員や一般�
参加者含め154人が来場しました。テーマは「ノース�
ウッズ　生命を与える大地─北の森にオオカミを�
もとめて─」。SDGsの目指す持続可能な社会に向けて、�
自然と生き物から環境問題を捉える企画としました。

2023年

12月10日

刊行に当たって3

東都生活協同組合
理事長

風間 与司治

第
二
の
創
業
期
を

み
ん
な
の
力
で

刊
行
に
当
た
っ
て

東
都
生
活
協
同
組
合
は
、
２
０
２
３
年
６
月

10
日
に
設
立
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
熱
心
な
活
動
と
利

用
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
産
直
生
産
者
団
体
を

は
じ
め
と
す
る
お
取
引
先
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
、
先
輩
役
職
員
の
皆
さ
ま
の
奮
闘
、
そ
し
て

全
国
の
生
活
協
同
組
合
や
そ
の
関
係
者
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
大
き
な
節
目
の
50
周
年
を
迎
え

る
に
当
た
り
記
念
誌
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
「
創
生
期
」

「
成
長
期
」「
再
生
期
」「
変
革
期
」「
い
ま
、
こ

れ
か
ら
」
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
関

わ
ら
れ
た
方
々
の
寄
稿
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、

歴
史
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
来
を

担
う
次
世
代
の
生
産
者
、
組
合
員
、
職
員
の
座

談
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
協
同
組
合
や
産

直
の
在
り
方
を
展
望
し
て
み
ま
し
た
。

当
組
合
は
１
９
７
３
年
設
立
時
か
ら
「
産

直
」
を
組
織
に
不
可
欠
で
普
遍
的
な
使
命
と

し
、
定
款
前
文
に
理
念
と
し
て
謳
う
、
他
に
類

を
見
な
い
生
活
協
同
組
合
で
す
。
日
本
の
農
業

を
維
持
・
発
展
さ
せ
、
食
べ
る
こ
と
で
食
料
自

給
率
の
向
上
を
図
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た

50
年
は
山
あ
り
谷
あ
り
で
し
た
が
、
組
合
員
と

生
産
者
が
共
に
多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
。
時
代
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら

も
、「
協
同
」
と
「
民
主
」
を
大
切
に
し
た
組

織
運
営
を
徹
底
し
て
、「
産
直
」
を
枢
軸
に
、

愚
直
に
、
真
面
目
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

時
代
の
変
化
へ
の
対
応
で
は
、
不
器
用
な
が

ら
も
、
い
つ
の
時
も
食
の
安
全
・
安
心
、
豊
か

な
く
ら
し
を
願
う
組
合
員
の
情
熱
と
行
動
に
鼓

舞
さ
れ
、
道
を
外
す
こ
と
な
く
、
み
ん
な
が
苦

楽
を
共
に
し
て
進
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

当
組
合
が
食
と
農
を
事
業
と
運
動
の
基
軸
に
据

え
、
挑
ん
で
き
た
「
環
境
保
全
型
農
業
」「
地

域
循
環
型
の
農
業
」「
生
産
者
と
消
費
者
の
直

接
的
な
つ
な
が
り
・
交
流
」「
農
産
物
規
格
の

簡
素
化
」
な
ど
の
実
践
は
、
今
や
農
政
の
指
針

や
社
会
規
範
、
一
般
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
一

翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。
産
直
生
産
者
団
体
で

は
、
元
気
な
次
世
代
生
産
者
が
次
々
と
育
っ
て

い
ま
す
。
生
産
者
と
消
費
者
が
手
を
結
び
、
相

互
理
解
を
進
め
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
が
展
望

で
き
、
地
域
農
業
が
元
気
に
な
れ
る
。
こ
れ
ら

は
、
当
組
合
が
歩
ん
で
き
た
道
の
正
し
さ
を
証

明
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

今
、
時
代
は
大
き
な
転
換
期
に
あ
り
ま
す
。

戦
争
や
紛
争
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
気
候
変
動
と

い
っ
た
地
球
規
模
で
の
危
機
を
は
じ
め
、
国
内

に
目
を
向
け
て
も
、
超
高
齢
社
会
の
中
で
の
孤

独
や
孤
立
、
労
働
人
口
の
減
少
、
農
業
の
縮
小

な
ど
大
き
な
困
難
が
横
た
わ
り
ま
す
。
問
題
解

決
に
向
け
て
協
同
組
合
の
存
在
価
値
が
高
ま
る

中
、
当
組
合
は
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
「
食
と

農
の
感
動
体
験
を
通
じ
て
、
み
ん
な
の
未
来
を

し
あ
わ
せ
に
し
ま
す
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
当

組
合
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
基
本
方
針
と
併
せ

て
、
混
沌
と
し
た
時
代
の
中
、
私
た
ち
が
進
む

べ
き
道
標
に
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
こ
れ
ら
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の

事
業
経
営
の
形
な
ど
は
大
き
な
変
革
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
多
く
の
協
同

組
合
を
は
じ
め
と
し
て
地
域
の
方
々
と
の
協
同

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
、
第
二
の
創
業
期

の
始
ま
り
で
す
。
今
後
も
、
引
き
続
き
、
関
係

す
る
皆
さ
ま
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い

し
、
刊
行
に
寄
せ
た
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

未来につなぐ「食」のバトン

50 周年記念イベント11

交流広場

まなびのフェスティバル

東都生協ラボ

みんなで考えようSDGs

東都生協50周年感謝祭 Tohto Week

永年取引先に感謝状を贈呈

ノースウッズ  生命を与える大地  ー北の森にオオカミを求めてー
　　　地球規模の環境問題に直面する今、自然と人間の
　　　より良いつながりを考えさせられました。

写真家大竹英洋氏
スライドトーク

50周年記念

産地・メーカーと組合員との交流会

～みんなでつくって「食」でつながろう！～
プロから教わるかんたん韓国料理

食の大切さを実感し、料理を通じて楽しく交流しました。

国産間伐材かまぼこ積木コーナー

オンライン料理
LIVEイベント

50周年記念

講師の林三樹夫シェフ

林シェフと食材の豆腐を製造する
（有）須黒食品・須黒さんとのトークセッション

林シェフのアドバイスを受けながら「れんこん
チヂミ」「コチュジャン麻婆豆腐」作り。

スライドを説明する大竹英洋さん

こ
ん
な
に
高
く
積
め
た
よ

こ
ん
な
に
高
く
積
め
た
よ

会場風景

SDGsの17の目標をテーマごとに研究。ワークショップや
クイズなどを通じて選択する力を養いました。

不用品に新たな命を吹き込む「アップサイクル」 
ワークショップでオリジナルチャーム作りに挑戦

長きにわたり共に歩んできた産地・メーカー27団体と
組合員が交流。商品への思いや感謝を伝え合いました。

 東都シアター：ドキュメンタリー映画
夢みる小学校「自分のままでいいんだよ」

（監督・撮影：オオタヴィン）を上映

2023年10月14日 キッチンランド江東2023年12月10日 日比谷図書文化館

未来につなぐ「食」のバトン 10

全国から集まった

おいしいものマーケット

東都生協50周年感謝祭　Tohto Week

産直野菜の紹介・販売も

有機緑茶・和紅茶の試飲コーナー

ホムトンバナナ試食コーナー

50周年開発商品「河内晩柑やわらか
ドライフルーツ（熊本県産）」の販売

2023年９月26日〜９月30日、50周年企画として
「東都生協50周年感謝祭Tohto Week」第１弾をJA東京南新宿ビルで
開催し、約４千人が来場しました。組合員と生産者が感謝を伝え合い、
交流を通じて食のバトンを未来につなぐことをテーマとしました。

2023年7月17日〜 29日、都内の各地で遠方の産直産地とオンラインで交流しました。

「食」のバトン
オンラインでつなぐ

50周年

あ
り
が
と
う
50
年

未
来
に
つ
な
ぐ

「
食
」の
バ
ト
ン

お楽しみ抽選会

産直・国産商品を販売して食料自給率向上をアピール。
試食・試飲を通じて生産者と交流しました。

（農）和郷園

（有）人と農・自然をつなぐ会

柿の摘果について説明する
奈良五條産直組合・益田吉仁さん

有機「くりりん南瓜」のこだわりを語る
北海道・みよい農園の明井清治さん

熊本「銀二郎」トマトを生産する
前田銀二郎さん、賀奈子さん夫妻

「今」「昔」ものがたり65

東
都
ナ
チ
ュ
ラ
ル

2
0
1
5
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
東
都

ナ
チ
ュ
ラ
ル
」
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ

ト
は
〝
続
け
ら
れ
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ラ
イ

フ
〞。
取
り
扱
う
の
は
、
化
学
合
成
農
薬
※
・
化
学
肥

料
を
使
っ
て
い
な
い
農
産
物
か
ら
、
有
機
J
A
S
認

証
を
受
け
た
農
産
物
や
畜
産
品
、
加
工
食
品
。
そ
し

て
、
第
三
者
認
定
機
関
よ

り
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
認
証
を

受
け
た
日
用
品
ま
で
多
彩

な
商
品
で
す
。

※
有
機
J
A
S
規
格
で
使
用
が

認
め
ら
れ
て
い
る
資
材
を
除

き
ま
す
。

米
の
精

循
環
型
農
業
の
実
現
を
目
指
す
有
機
質
資

材
「
米
の
精
」
の
開
発
者
・
東
洋
ラ
イ
ス

株
式
会
社
と
手
を
結
び
誕
生
し
た
商
品
ブ

ラ
ン
ド
で
す
。「
金
芽
米
」
な
ど
B
G
無
洗

米
の
副
産
物
と
な
る
加
工
の
際
取
り
除
く

肌
ぬ
か
「
米
の
精
」
を
使
用
し
、
土
づ
く

り
か
ら
取
り
組
み
、
育
て
た
農
産
物
ま
た

は
飼
料
と
し
て
給
餌
し
た
畜
産
物
で
す
。

「
米
の
精
に
ん
じ
ん
」

「
米
の
精
大
根
」「
米
の

精
り
ん
ご（
ふ
じ
）」「
米

の
精
柿
」な
ど
の
青
果

や
畜
産
飼
料
に
活
用
し

た「
め
ぐ
み
米
豚
」「
八
千

代
牛（
乳
用
種
）」「
八
千

代
牛
乳
」「
太
陽
チ
キ
ン
」

な
ど
の
商
品
で
す
。

ソ
ー
ス

クッキングソース
（中濃・ウスター・とんかつ）

新鮮な野菜と果物をたっぷり使い、天然の繊
維質でとろみを出し、着色のためのカラメル
を抜いた共同開発ソース。「かける」だけでな
く、調理にも使おうとクッキングソースと命
名。びんはリユース。

首の長い独特のびんから360mℓ
統一リユースびんに変わり、リ
ユースしやすくなりました。

「わたしのこだわり」
ブランドに認定。

し
ょ
う
ゆ

東
都
国
産
丸
大
豆
し
ょ
う
ゆ

「東都丸大豆醤油」
として供給開始。丸
大豆・国産小麦を原
料に木桶で醗酵熟成
に１年～１年半かけ
て丸大豆の旨みを引
き出したしょう油。
東都生協からの申し
入れにきんまる星醤
油㈱では国産原料の
調達の難しさ・高価
格などを考慮し、まずは８尺の杉の大木桶
１本（１万リットル）から製造を開始。当
初は大桶１本が空になるまで１年半かかっ
たとか。

11月から900ｍℓのリユース
びんに統一されました。
また、1988年仕込み分から
は、原料の丸大豆も国産に
変更されました。

「わたしのこだわり」ブ
ランドに認定。
木桶でじっくり醗酵熟成
させる製法は当初から変
わらず、きんまる星醤油
㈱の蔵には「東都生協御
用蔵」の看板が掲げられ
ています。

利
用
を
結
集
す
る
こ
と
で

国
産
の
大
豆
を
原
料
に

で
き
ま
し
た

ソ
ー
ス
の
リ
ユ
ー
ス
び
ん
も

時
代
と
と
も
に
変
化

昔

昔今

今

2014年

1995年
1981年

1978年

1988年

2014年

東都無着色中濃ソース・
とんかつソース・ウスターソース

循環図

畜
産
の
飼
料
に

東洋ライス
BG無洗米工場 畑

の
肥
料
に

田んぼ

玄米

果
物・野
菜

牛
乳・肉

東
都
生
協

　組
合
員

めぐみ米豚
八千代牛
太陽チキン

未来につなぐ「食」のバトン 64

「
今
」「
昔
」も
の
が
た
り

商
品
が
語
る

食
の
変
化

商
品
ア
イ
テ
ム
数

取
り
扱
う
商
品
の
数
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た 単色刷りの商品案内

設立初年度は、八千代牛乳とたまごに加えみそ・しょうゆ・
石けんなど、限られたアイテムでした。その後、じゃがいも
などの根物野菜を中心に供給を始め、野菜の登録班制度など
の工夫や蘇生庫の設置など流通面での整備を進めながら、次
第に産直・国産品をはじめ取り扱いを増やしていきました。

商品案内
「Sanbonsugi（さんぼんすぎ）」
商品案内「さんぼんすぎ」本紙で950 ～ 1,000ア
イテムを掲載。他に雑貨、衣料品などの特別チ
ラシを配付しています。
さらに、紙面には掲載されていないインター
ネット限定商品も企画しています。

牛
乳
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は

び
ん
か
ら
紙
パ
ッ
ク
へ

1973年1986年1990年1998年

昔

昔今

牛
乳

「天然牛乳を安く飲む会」が母体となって生まれた東都生協。
設立当初、「八千代牛乳」はリユースびんで届けられました。パッケージは
変わりましたが、その中身はずっと変わらず共に歩んできました。
2023年は50周年記念パッケージで「ありがとう」を伝えています。

東
都
生
協
の

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品

東
都
生
協
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
は
、
組

合
員
の
要
望
や
「
商
品
の
考
え
方
・
基
準
」
に
基
づ

い
て
作
ら
れ
た
、
東
都
生
協
で
し
か
手
に
入
ら
な
い

独
自
商
品
で
す
。

三
本
杉
商
品三

本
杉
商
品
は
、
組
合
員
の
要
望
を
も

と
に
独
自
に
開
発
し
た
「
組
合
員
み
ん

な
が
利
用
し
、
み
ん
な
で
育
て
る
」
商

品
。
国
内
農
水
産
業
の
発
展
や
東
都
生

協
の
商
品
政
策
、
組
合
員
の
く
ら
し
へ
の
貢
献
、
つ

く
り
手
の
信
頼
性
な
ど
の
基
準
を
満
た
す
と
認
定
し

て
三
本
杉
マ
ー
ク
を
付
け
た
東
都
生
協
商
品
の
象
徴

と
い
え
る
も
の
で
し
た
。

わ
た
し
の
こ
だ
わ
り

2
0
1
3
年
に
三
本
杉
商
品
に
代
わ
っ
て
新
登
場
し

た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
「
わ
た
し
の
こ
だ
わ

り
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
い
つ
ま
で
も
、
安
心
で
、

お
い
し
く
、
楽
し
い
食
卓
の
た
め
に
、
作
る
人
と
食

べ
る
人
が
一
緒
に
考
え
、
あ
な
た
の
食
の
こ
だ
わ
り

に
応
え
る
商
品
」。
組
合
員
の
こ
だ
わ
り
や
願
い
に

応
え
る
た
め
、
つ
く
り
手
と
協
力
し
て
東
都
生
協
で

し
か
購
入
で
き
な
い
素
晴
ら

し
い
商
品
を
目
指
し
、
今
も

開
発
は
続
い
て
い
ま
す
。

2023年

今

50周年記念誌
電子ブック

埼玉産直センター前代表理事 山口一郎氏、JAやさと専務理事 廣澤和善氏、
ながさき南部生産組合会長代表理事 近藤一海氏、風間理事長が登壇。
紀ノ川農協代表理事専務 松本和広氏がコーディネーターを務めました。

（農）埼玉産直センター
百年トマト部会・茂木
太資氏、JAやさと有機�
栽培部会・渡邉拓海�
氏、（有）山梨フルーツ
ライン・加藤達也氏、�
（農）多古町旬の味産直�
センター・下田響輝氏の�
４人が登壇、東京農工
大学農学研究院講師
の大倉茂氏がコーディ
ネーターを務めました。

ナチュラル
カラー�
（50周年仕様）
50枚

マルチカラー
（50周年仕様）
24枚

東都生協の50周年の歩み�
を取りまとめた「東都生活�
協同組合50周年記念誌」�
が完成しました。多くの方�
に見ていただけるように�
デジタルブック版を作製し�
ました。東都生協のホーム�
ページ、50周年記念サイト�
からぜひ、ご覧ください。

東
都
生
活
協
同
組
合
50
周
年
記
念
誌

未
来
に
つ
な
ぐ「
食
」の
バ
ト
ン

未
来
に

「
食
」の
バ
ト
ン

つ
な
ぐ

50年ありがとう


